
新名神高速道路建設事業に伴う

筆ヶ崎古墳群
第３次発掘調査 現地説明会資料

三重県埋蔵文化財センター







10 号墳の礫床（奥壁側よりのぞむ）

３・４・10 号墳

10 号墳の成果
墳形・規模 直径 11ｍの円墳で、
石室は長さ 5.4 ｍ、幅 1.1 ｍです。
出土品 須恵器が出土しました。
時期 ７世紀前半から半ばです。
備考 礫

れき

を床に敷き詰めていたと
考えられます。

４号墳出土の須恵器

まとめ
① 古墳は、６世紀末から７世紀半ば
にかけて６・７号墳→５号墳→３・４・
10・11号墳の順につくられました。
② 石室には小さな石材を使っていま
す。石の少ない場所ですので、石材確保
に苦労したことでしょう。
③ ６号墳出土のかんざしから、渡

と

来
らい

人
じん

の葬られていた可能性が高まりました。





何人寝られるかな？ 小さな竪穴住居では、４人くらいが限界

でしょうか・・・。

カマド
壁ぎわの溝

竪穴住居の内側 文化庁監修『発掘調査のてびき』2010 年より

引用

カマドの発掘 カマドのたき口に土器の破片が散らばっています。

カマドの模式図（壁立式の場合） 文化庁監修『発

掘調査のてびき』2010 年より引用

漆？が付いた杯

竪穴住居 四角形で、カマドをもち、

壁ぎわに溝がめぐります。



貯蔵穴 カマドの近くにあり、しばしば土器が

出土します。

煮炊き用の土師器

長
ちょう

胴
どう

甕
がめ

と呼ばれる

炊飯具です。

奈良時代の須恵器

集落出土の珍しいものとして、知多半島から
もたらされた製

せい

塩
えん

土器、魚をとる時に網
あみ

のおも
りとして使われた土

ど

錘
すい

、漆
うるし

？付きの杯
つき

がありま
す。
また、鉄製品や砥

と

石
いし

、鉄
てっ

滓
さい

（鉄器を加工する
ときにできた残りかす）が出土していることか
ら、集落で鍛

か

冶
じ

を行っていたと考えられます。

知多式製塩土器 脚の部分です。この上に椀形

の部分がつきます。ここに濃縮された海水を入

れて熱し、塩を作ります。
鉄滓 この集落で鉄器を加工していたことがわかる貴重な証

拠となります。

貯蔵穴




